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市民が主役
７つのまちが一つに、日本一のふるさとづくり。



市制５周年記念式典で上演されたミュージカル。
ミュージカルは脚本家、作曲家、音響、照明、
舞台監督、裏方、そしてそれを演じる役者がいて
作品が完成し、人々に感動を与えます。
７つのまちが一つになった霧島市。
７つが一つになってこそ、このまちが輝くのです。

霧
島
市
は
平
成
17
年
11
月
７
日
に
誕
生

し
ま
し
た
。
平
成
11
年
３
月
末
で
３
２
３

２
あ
っ
た
全
国
の
市
町
村
数
は
、「
平
成

市民が主役

市民参加型オリジナルミュージカル：ひかるの夏 2010 〜龍馬からの伝言〜より

７つのまちが一つに、日本一のふるさとづくり。
の
大
合
併
」
に
よ
り
今
年
３
月
末
に
１
７

２
７
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
の
市
町
村
数

は
96
か
ら
19
市
20
町
４
村
の
43
と
な
っ
て

い
ま
す
。

魅
力
を
秘
め
た
霧
島
市

先
月
11
月
６
日
に
、
関
東
周
辺
の
首
都

圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
の
メ
ン
バ
ー
18
人

が
霧
島
市
を
訪
れ
、
市
内
の
若
手
経
営
者

と
の
意
見
交
換
会
が
あ
り
ま
し
た
。

 「
住
ん
で
み
た
い
、訪
れ
た
い
霧
島
市
」

を
テ
ー
マ
に
始
ま
っ
た
意
見
交
換
会
。
霧

島
市
ふ
る
さ
と
会
か
ら
は
「
温
泉
・
自
然
・

食
が
あ
り
、
交
通
の
便
も
い
い
、
全
国
的

に
も
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
地
元
と
連

動
し
て
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。
情
報
を
流

し
て
ほ
し
い
」「
愛
郷
心
を
持
っ
た
子
ど

も
た
ち
に
育
て
て
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

５
年
前
、
私
た
ち
は
限
り
な
き
可
能
性

と
魅
力
を
秘
め
た「
霧
島
市
」を
共
に
生
き
、

お
互
い
が
お
互
い
を
必
要
と
す
る
「
共
生

と
循
環
の
地
域
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

ま
し
た
。

市
民
憲
章
は
私
た
ち
が
住
む
霧
島
市
が

い
か
に
素
晴
ら
し
く
、
か
け
が
え
の
な
い

ほ
か
に
誇
れ
る
ま
ち
で
あ
る
か
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
が
誕
生
し
て
５
年
。
ま
ち
の
活
性
化

に
市
民
力
は
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
霧

島
市
は
「
市
民
が
主
役
」
で
す
。
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馬場千里さん（21）溝辺地区
縄文人の母「マーサ」・昭和時代「坂井菊代」役

塚本弘志さん（41）国分地区
縄文人「長老アニア」役

壱岐さちえさん（13）横川地区
縄文人「レサ」役

郡山健さん（29）隼人地区
吉井幸助役

弓削眞智子さん（58）牧園地区
大正時代 横綱西の海の立ち持ち役

今村康
やす
朗
あき
さん（35）福山地区

縄文人「カミュニ」と横綱西の海役

きりし ま 創 造 舞 台 演 者、そ れ ぞ れ の 思 い。

I
N

T
E

R
V

I
E

W

市
制
５
周
年
記
念
式
典
が

11
月
７
日
、
霧
島
市
民
会
館
で

あ
り
ま
し
た
。
出
席
者
は
表
彰

者
を
は
じ
め
自
治
会
や
関
係
機
関

団
体
の
招
待
者
な
ど
約
８
０
０
人
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、

８
月
８
日
に
市
民
劇
団
「
き
り
し
ま
創

造
舞
台
」
が
公
演
し
た
も
の
を
式
典
用

に
短
縮
し
た
特
別
版
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
７
人
が
旧
１
市
６
町
の
歴
史
を

旅
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

な
ぜ
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
ス

ト
ー
リ
ー
が
市
制
５
周
年
に
ぴ
っ
た
り

だ
っ
た
か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
役

を
演
じ
、
そ
れ
を
支
え
る
人
、
約
１
７

０
人
が
市
全
域
か
ら
参
加
し
た
人
た
ち

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
み
ん
な
が
力
を
一

つ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
に
感
動

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

霧
島
市
だ
か
ら
こ
そ

霧
島
市
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
首
長
や
市
議
会
議
員
、

職
員
な
ど
の
削
減
に
よ
り
、
５
年
間
で

約
73
億
２
千
万
円
を
節
減
。
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
の
発
足
を
呼
び
か
け
、
県
下

ワ
ー
ス
ト
１
位
だ
っ
た
犯
罪
発
生
率
は

ワ
ー
ス
ト
７
位
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
後
半
に
「
平
成
の

時
代
に
７
つ
の
ま
ち
が
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
よ

い
と
こ
ろ
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
い
ま
ち

へ
と
発
展
さ
せ
な
さ
い
。
そ
し
て
、
日
本

一
の
ふ
る
さ
と
を
つ
く
り
な
さ
い
」
と
い

う
セ
リ
フ
で
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
霧
島
市
は
力
を
合
わ
せ
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、「
日
本
一
の
ふ
る

さ
と
」
を
目
指
し
ま
す
。

ミュージカルは歌やダンスがたくさんあ
るので、普段劇場に行かない人でも親し
みやすいと思います。私は一人二役でし
た。特攻隊員の恋人役は役作りが難し
かったです。ほかの地区の人と一緒にやっ
て思ったのですが、市内でも方言の使い
方が違うなあと感じました。霧島市になっ
て溝辺のイベントが減ったような気もしま
すが祭りの規模は大きくなったかな。楽し
いイベントが増えるとうれしいですね。

長老アニアはどういう心情で、どういう
動作で表現したらいいか迷いました。一緒
にけいこをやってきて地域は違っても人は
同じだと感じました。自分が子どものころ
の風景や人情が残っているような霧島市。
仁・義・礼・智・忠・信・孝・悌

てい

に加え、幼
稚園、小学校からの道徳教育の徹底が
必要だと思います。私はなるべく自分に正
直に生きようと心掛けています。自然体で
風のような生き方をしたいと思っています。

縄文人になりきって演じるのが一番難し
かったです。ミュージカルのいいところは
みんなで一つのものをつくりあげること。
田舎だと思っていた霧島市には、誇れ

る人物や歴史があることを初めて知りまし
た。今回たくさんの人と出会えたことは私
にとって一番の思い出となりました。これ
からもいろいろなことにチャレンジしてい
きたいです。私はこのきれいな自然がいっ
ぱいある霧島市が大好きです。

ミュージカルのテーマは「きずな」と「生
きる力」。今回仕事で悩んでいたとき、子
どもたちがけいこを一生懸命頑張ってい
る姿を見て力をもらったり、先輩方に励ま
されたりしてみんなとのきずなができ、生
きる力をもらった気がします。合併して一
番変わったと思うことは、自分の中での
変化です。これまで隼人が一番だと思っ
ていましたが、ほかのまちのことを知ろう
とするようになりました。

約半年間のけいこ、８月８日の本番、
市制５周年に再度集い、終了後に喜びの
涙を流しました。４歳から70 歳代までの
方 と々知り合えたことは宝物。ほかの地
域にあまり関心はありませんでしたが、こ
のミュージカルを通して一挙に一つになっ
たような気がします。私は牧園が好きで
す。でもこのミュージカルでそれぞれの地
域の歴史が分かり、より深く霧島市が大
好きになりました。

スポットライトを浴びた時の何とも言
えない快感。７つのまちはいろいろな色
をもっていてまさに虹のように輝いていま
す。各地区の文化、歴史などまだまだ知
らない埋もれた魅力がたくさんあると感じ
ました。公演が終わった後の子どもたち
の笑顔が輝いていました。自分のまちの
いいところを生かしながら、いいまちにし
ていきたい。今後もミュージカルを通じた
文化芸術の普及活動に努めます。

◎�市町の三役、教育長、市議会議員、農業委員や教育委員211人、職員188人を削減し、
約73億２千万円節減。
◎合併後、24社と立地協定を締結。雇用創出約600人、投資額概算は約291億円。
◎�防犯パトロール隊93団体、9,684人。犯罪発生率県内ワースト１位から７位まで改善。
◎霧島市立医師会医療センターに手術棟やリハビリ棟の建設、脳神経外科の設置。
◎コミュニティバスを市内全域で運行。（隼人地区は市街地循環バスを運行）
◎５年間で132世帯305人の移住定住を促進。
◎天降川等河川環境保全条例など、旧自治体の枠を超えた計画を策定。
◎�県境を越えた環霧島会議（５市２町）の設置により、環境や観光の広域的取り組み
の促進や霧島ジオパークの日本ジオパーク認定への貢献。
◎�小学校就学前までの乳幼児に対して医療費の自己負担分を全額助成。対象乳幼児
数8,363人（平成22年11月1日現在）。

未来への軌跡。５年間の霧島市の実績
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今
年
４
月
24
日
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ 

ー
映
画
の
上
映
会
を
き
っ
か
け
に

出
会
っ
た
10
代
か
ら
60
代
の
仲
間
た
ち
が

つ
な
が
り
ま
し
た
。上
映
後
は「
チ
ー
ム

絆き
ず
な」
と
命
名
し
活
動
。
霧
島
市
を
拠
点
に

「
助
け
愛
・
支
え
愛
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
」「
一
人
の
百

歩
よ
り
、
百
人
の
一
歩
が
大
き
な
力
と
な

る
」「
奇
跡
は
連
鎖
す
る
」「
動
け
ば
変
わ

る
」
の
志
を
持
っ
て
、
活
動
の
ジ
ャ
ン
ル

は
問
わ
ず
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
良
い

と
思
う
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
ン
レ
ジ
し

続
け
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
「
13
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
in
霧
島
」。
こ
れ
は
毎
年
、

夏げ

至し

の
日
の
夜
２
時
間
、
電
気
・
照
明
を

消
し
て
、
自
分
の
大
切
な
人
や
ふ
る
さ
と
、

地
球
環
境
を
考
え
る
霧
島
市
商
工
会
青
年

部
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
。
こ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
か
ら
青
年

部
と
連
携
し
ま
し
た
が
、
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

の
発
生

で
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
。
で
も
メ
ン
バ
ー
の

思
い
は
前
を
向
い
て
い
ま
し
た
。

「
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
と
鹿
児
島

空
港
で
口
蹄
疫
支
援
の
義
援
金
を
募
り
ま

し
た
。
義
援
金
と
一
緒
に
３
千
羽
の
鎮
魂

の
折
鶴
を
市
と
農
業
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
送
り
ま
し
た
。
同
じ
霧
島
市
内
で
苦
労

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
よ
り
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。

代
表
の
種
子
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は

荒
れ
た
山
を
再
生
す
る
「
き
ら
め
樹き

☆
間

伐
事
業
」
や
植
林
事
業
、
横
川
地
区
出
身

の
歌
手
、
山
下
克
弘
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど

や
り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
。
微
力
な
自

分
た
ち
で
す
が
未
熟
だ
か
ら
こ
そ
多
く
の

人
た
ち
と
つ
な
が
り
、
学
び
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
た
だ
い
ま
ワ
ク
ワ
ク
し
た
い

一
人
の
力
は
微
力
か
も
し
れ
な
い

で
も　

無
力
で
は
な
い

は
き
れ
い
な
池
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

水
遊
び
を
し
た
り
、
観
光
バ
ス
が
止
ま
っ

た
り
す
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
そ
の
場
所
が
手
の
つ
け
ら
れ
な
い

ほ
ど
荒
れ
は
て
、
池
は
砂
で
埋
ま
り
、
草

や
木
が
陽
を
さ
え
ぎ
り
、
人
々
に
忘
れ
去

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
女
性
た
ち
が
お
に
ぎ
り
や
み
そ

汁
を
炊
き
出
し
、
高
齢
者
な
ど
多
く
の
人

が
清
掃
に
加
わ
り
、
霧
島
小
の
児
童
ら
で

つ
く
る
逆さ

か

鉾ほ
こ

太
鼓
が
み
ん
な
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。
記
念
碑
周
辺
は
半
日
で
見

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
そ
こ
に
は
溶
岩
が
流
れ
て
き
た
末

端
が
見
え
る
地
質
遺
産
が
あ
っ
た
の
で
す
。

去
年
と
今
年
、
池
に
ホ
タ
ル
の
餌
と
な

る
カ
ワ
ニ
ナ
を
放
し
ま
し
た
。
す
る
と
今

年
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
た
の
で
す
。

地
元
に
埋
も
れ
て
い
た
素
材
を
見
つ
け

て
磨
く
。
あ
な
た
の
地
域
に
も
そ
ん
な
素

材
が
隠
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

明
治
４
年
、
襲そ

の

山や
ま

郷ご
う

（
旧
霧
島
町
、

旧
隼
人
町
の
一
部
）
は
都
城
県
に

属
し
、
そ
の
時
の
都
城
県
参
事
（
県
知

事
）
が
桂
久
武
で
し
た
。
桂
は
慶
応
３
年

（
１
８
６
７
年
）
に
霧
島
町
桂
内
の
開
拓

に
着
手
。
そ
の
後
、入
植
者
が
増
え
て「
桂

内
」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

現
在
、
桂
内
地
区
自
治
公
民
館
に
は
８

つ
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。
世
帯
数
は
約

４
０
２
世
帯
で
人
口
が
８
３
６
人
、
こ
の

う
ち
65
歳
以
上
が
２
６
５
人
と
高
齢
化
率

は
約
32
㌫
。

「
子
は
宝
、
宝
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た

ら
わ
が
身
に
降
り
か
か
る
。
地
域
で
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
隣
近
所
を
大

事
に
す
る
桂
内
に
し
た
い
」
と
桂
内
地
区

自
治
公
民
館
長
の
松
元
繫
明
さ
ん
。

自
治
公
民
館
で
は
昨
年
７
月
、
霧
島

神
宮
下
に
あ
る
国
立
公
園
記
念
碑

周
辺
の
大
が
か
り
な
清
掃
を
し
ま
し
た
。

松
元
館
長
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
、
そ
こ
に

す
べ
て
の
可
能
性
は
無
限
大

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
！ 

そ
の
想お

も

い
が『
チ
ー
ム
絆
』の
始
ま
り

地域に埋もれた素材を発見
子どもたちのために
桂内全員が立ち上がった

4月の上映会後、このまま解散するのは惜しいと組織された「チーム絆」。11月7日の霧島ふるさと祭では、着ぐるみを着て奄美への
豪雨災害義援金の募金活動を実施しました。描いた思いはさまざまな人々や団体とつながり、いくつもの取り組みをしています。

清掃をした国立公園記念碑近くの溶岩流
跡は霧島ジオパークの日本ジオパーク認定
に貢献しました。このほか荒れていた霧島
東中学校跡地の杉の木を切って桜の木を
植えたり、龍馬ハネムーンウォークのコース
に菜の花を植えたりしています。今、桂内地
区は変わりつつあります。

「国立公園記念碑の整備をしよう」
と話すとみんな協力してくれました。
ということはみんなも「きれいにし
たい」と考えていたんですね。昭和
34 年の新聞に新燃岳爆発の記事
が出ていました。それを見て、いつ
か来るかもしれないので、防災訓練
を地域で実施しようと思っています。

以前から何かやりたい。でも私にできることが
あるのかと思っていました。「上映会をしたい」
と口にだしたことをきっかけに、何かが動き始
め、思いを共有できる仲間たちに出会い、チー
ム絆の結成に至りました。これからも感謝の
気持ちを忘れることなく、たくさんワクワクして
いきたいです。

種子田正
しょう

子
こ

さん（29）チーム絆代表

桂内地区自治公民館館長

霧
島
市
の
魅
力
は
地
域
の
力
❶

霧島市の魅力は地域の力❷

地
域
住
民
自
ら
の
手
で

う
る
お
い
の
あ
る

地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

松元繁明さん（59）

気
持
ち
が
あ
る
方
を
募
集
中
で
す
」
と
元

気
に
話
し
ま
す
。

間伐したい木の皮をはいで枯らすと水分が抜けて軽くなり、力
がなくでも間伐作業が楽になるため、「チーム絆」ではこの方
法で山を元気にしようとしています。
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Yell!
For the city of Kirishima背伸びをしないで生きられる

自分に素直に生きられる
好きですふるさと霧島市への提言

こ
れ
ま
で
も
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
、
主
役
は
市
民

の
皆
さ
ん
で
す

霧
島
市
に
は
旧
１
市
６
町
、
７
つ
の
個

性
が
輝
い
て
い
ま
す
。

海
抜
０
㍍
か
ら
標
高
１
７
０
０
㍍
ま
で

の
間
に
海
、
川
、
山
な
ど
の
自
然
が
あ
り
、 

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
空
港
、
高
速
道
路
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
す
。

立
地
協
定
を
結
ん
だ
企
業
も
24
社
を
数
え

ま
す
。

「
日
本
最
初
の
国
立
公
園
、
霧
島
」「
桜

島
が
浮
か
ぶ
錦
江
湾
」「
９
５
０
０
万
年

前
の
住
居
跡
が
残
る
上
野
原
縄
文
の
森
」

「
恵
み
多
き
天
降
川
」「
心
と
体
を
癒い

や

す
温

泉
」
そ
れ
ら
す
べ
て
が
私
た
ち
市
民
共
有

の
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
霧
島
ロ
ケ

に
よ
り
霧
島
市
が
全
国
に
テ
レ
ビ
放
映
さ

れ
ま
し
た
。「
霧
島
茶
」
が
普
通
煎
茶
30

㌔
の
部
で
産
地
賞
一
位
を
獲
得
、
日
本
一

に
な
り
ま
し
た
。
県
境
を
越
え
て
連
携
し
、

日
本
の
霧
島
か
ら
世
界
の
霧
島
を
目
指
し

た
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
目
に
し
、
耳
に
し

た
と
き
、
課
題
は
あ
り
な
が
ら
も
「
霧
島

は
す
ご
い
」
と
素
直
に
そ
の
限
り
な
い
可

能
性
を
感
じ
る
の
で
す
。

市
長
に
聞
き
ま
し
た

全
国
に
誇
れ
る
、
日
本
一
の
ふ
る
さ
と

を
つ
く
り
た
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
現
場
第

一
主
義
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

の
発
生
や
７
月
の
豪
雨
災
害
な
ど
の

災
難
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
自
ら
の
こ
と
の
よ
う
に
行
動
し
、

霧
島
市
全
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

横
川
地
区
の
一
日
移
動
市
長
室
で
「
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
り

ま
す
。
で
も
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
こ
と
。

救
急
車
が
通
れ
る
だ
け
の
道
幅
に
し
て
ほ

し
い
。
そ
れ
だ
け
で
い
い
」
と
話
す
５
世

帯
の
集
落
を
守
る
自
治
会
長
が
い
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
が
「
共
生
・
共
働
」
す
る

こ
と
で
「
こ
の
ま
ち
に
住
み
た
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
。

市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
こ
と
で
霧
島
市
は
輝
き
始
め
ま
す
。

武藤ハツ子さん（77）霧島田口
霧島市老人クラブ連合会副会長

老人クラブは「健康」「友愛」「奉仕」を３つの柱とし、年
間を通して活動しています。医療費の節約や病気予防にもな
るいきいきクラブ体操を広めています。合併して良い悪いはわ
かりませんが、市には目配り気配りを忘れずに地域間の格差
が出ないような政策を望みます。

目
配
り
気
配
り
を
忘
れ
ず
に

細山田明義さん（74）国分出身神奈川県在住
首都圏霧島市ふるさと会会長

霧島市を売り込む方法はいくらでもあると思いますが、そ
の前にまちの歴史を知り、先人たちへの感謝と誇りを持つこ
とが大事。ふるさとがあるから誇りを持てるのではなく、その
まちに誇りを持っているからこそふるさとと思えるのです。今こ
そ、子どもたちの教育に力を入れてほしいです。

誇
り
を
持
つ
こ
と
が
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と

八木幸夫さん 福山町牧之原
姶良郡医師会会長

市立医師会医療センターに脳神経外科が開設して1年が経
過しようとしています。現在救急を含む中央手術棟を建設中で
地域住民のさらなる安心安全な医療体制をつくっていきます。
市でも保健指導を含め、健診体制の充実と予防ワクチン接種
による疾病予防の充実をもっとすすめてほしいと思っています。

健
診
体
制
の
充
実
と
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

作道久子さん（71）隼人町住吉
霧島市環境保全協会隼人支部環境推進員

資源ごみ回収日には、ごみステーションを回って分別の指
導をしています。隼人支部では毎年、各自治公民館の環境
推進員が、天降川リサイクルセンターで講習を受講している
ので、分別は比較的しっかりしています。市にはアパートの管
理人に対して入居者のごみの出し方を指導してほしいです。

資
源
ご
み
の
分
別
は
し
っ
か
り

黒木孝一さん（55）国分城山町
霧島市PTA連絡協議会会長

岐阜県海津市では木曽三
さん

川
せん

の工事をした薩摩義士への感
謝の祀

まつ

りが春と秋にあります。歴史は今でも子どもたちへ語
り継がれ、先人たちへの感謝の気持ちを育

はぐく

み心の教育につ
ながっていました。霧島市でも家庭・学校・地域が連携して
社会を生き抜く力を持った子どもたちを育てましょう。

感
謝
の
心
を
持
ち
社
会
を
生
き
抜
く
力
を

東郷護
も り

寛
ひ ろ

さん（59）溝辺町三縄
溝辺地区地域審議会委員

地域審議委員は地区の現状と課題の洗い出し、地区の特
色を生かしたまちづくりなどについて話し合います。溝辺では
ふれあいバスと温泉センター広場前の活用、ケーブルテレビ
の有料化などへの関心が高いようです。農業者も多いので農
家が元気になる施策をしてほしいです。

全
体
を
見
つ
め
地
域
の
課
題
解
決
へ

佐々木由香理さん（35）牧園町高千穂
霧島スパヒルズ（霧島市観光協会加盟）

毎朝、桜島が見えるか確認してホテルを訪れるお客さまと
の会話を楽しんでいます。北は霧島連山、南は錦江湾から開
聞岳まで一望できる霧島。お客さまは自然に触れ、癒

いや

しを求
めて来られるので、私にもできること、朝のごみ拾いをしてい
ます。ごみのない美しい霧島にしたいですね。

霧
島
連
山
か
ら
開
聞
岳
ま
で
一
望
で
き
る
霧
島

霧島市の発展のためにいくつもの団体が一つになり、「住んでみたい、住んでよかった」と
言われるまちづくりにみんなが力を合わせて頑張っています。
それは決して霧島市民だけではなく、
遠くふるさとを離れても霧島市を愛してくれている出身者も同じ思いです。
全国の霧島人と連携することで「日本一のふるさと」に近付いていくのかもしれません。
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霧
島
市
市
制
５
周
年
記
念
式
典

が
11
月
７
日
、
霧
島
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
参
加
型

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
霧

島
市
歌
の
披
露
の
後
、
１
１
７
の

個
人
ま
た
は
団
体
に
市
民
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
長
年
、
老
人
医

療
や
介
護
事
業
に
尽
力
さ
れ
、
保

健
福
祉
部
門
で
そ
の
功
績
を
表
彰

さ
れ
た
古
江
増
藏
さ
ん
は
「
こ
の

よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。
今
後
も
微
力
な
が
ら
地

域
医
療
や
保
健
福
祉
向
上
に
努
め

た
い
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
、”余
生

な
お
世
に
微び

を
為な

さ
む
初は

つ

紅も
み
じ葉
“ 

と
喜
び
を
句
で
表
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
に
は
、
元
大
関
「
霧

島
」
陸み

ち

奥の
く

一か
ず

博ひ
ろ

さ
ん
へ
の
お
じ
ゃ

ん
せ
霧
島
大
使
委
嘱
式
と
辛か

ら

島し
ま

美み

登ど

里り

さ
ん
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

お
祭
り
広
場
で
は
11
月
６
日
、

７
日
に
霧
島
ふ
る
さ
と
祭
が
あ
り
、

CIVIC NEWS

特
産
品
や
産
業
製
品
な
ど
の
展
示

販
売
、
郷
土
芸
能
や
ダ
ン
ス
、
太

鼓
な
ど
各
種
団
体
の
舞
台
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
県
内

各
地
の
商
店
街
が
ご
当
地
グ
ル
メ

で
競
い
あ
う
商
店
街
グ
ル
メ
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
「
Ｓ
－
１
グ

ラ
ン
プ
リ
」
や
市
内
の
美
容
室
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
協
力

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

「
霧
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
も
同
時

開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

市
民
表
彰
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◎
功
績

◦�

保
健
福
祉
部
門
＝
古
江
増
藏
、

原
口
要

◦�

産
業
経
済
部
門
＝
岩
切
美
巧
堂

代
表
岩
切
學
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島

食
育
研
究
会
代
表
千
葉
し
の
ぶ

◦�
社
会
活
動
部
門
＝
犬
飼
滝
和
気

公
園
未
来
会
議
代
表
久
保
明

◎
永
年
勤
続

◦�

地
方
自
治
部
門
＝
川
畑
征
治
、

深
町
四
雄
、
池
田
靖
、
尾
崎
東

記
代
、浦
野
義
仁

◦�

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
＝
笠

毛
静
也
、濵
田
慎
二
、室
大
、有

馬
新
哉
、
帖
佐
信
行
、
藤
田
憲

一
、米
重
成
人
、濵
田
益
弘
、瀨

戸
口
信
海

◦�

保
健
福
祉
部
門
＝
市
原
ア
ツ
子
、

濵
島
八
重
子
、
森
山
博
文
、
新

村
守

◦�

産
業
経
済
部
門
＝
飛
松
勝
、
宮

園
稔
、西
勇
一

◦�

社
会
活
動
部
門
＝
南
春
雄
、
肥

後
和
行
、
赤
塚
勉
、
田
村
一
昭
、

松
山
嘉
尚
、
末
重
学
、
德
田
辰

典
、有
枝
辰
夫
、安
栖
敏
則
、久

保
敏
行
、
廣
池
隆
夫
、
杉
谷
利

之
、
北
囿
芳
朗
、
井
手
上
德
雄
、

中
原
政
彦
、
福
元
勝
也
、
末
廣

律
子
、
松
元
安
弘
、
德
永
昭
男
、

今
村
安
隆
、
冨
元
孝
、
寺
師
利

彦
、中
尾
諒
、桑
野
正
敬

◎
成
績
優
秀

太
陽
Ｓ
Ｃ
国
分
、髙
橋
李
生（
国

分
中
）、山
中
光
・
髙
橋
李
生
・
髙

橋
賢
也
・
竹
ノ
内
愛
斗（
国
分
中
）、

脇
園
樹（
国
分
南
中
）、中
村
康
二

（
国
分
南
中
）、
米
坂
彩（
国
分
南

中
）、
宮
村
舞（
国
分
南
中
）、
本

村
優
華（
舞
鶴
中
）、青
栁
美
希（
舞

鶴
中
）、
村
田
晃（
溝
辺
中
）、
溝

辺
中
男
子
弓
道
部
、川
田
康
輔（
牧

園
中
）、隼
人
中
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
、
濱
田
真
由（
日
当
山
中
）、

山
下
智
恵
美（
日
当
山
中
）、五
十

嵐
陽
美（
日
当
山
中
）、落
合
優
菜
・

山
下
望
・
五
十
嵐
陽
美
・
山
下
智

恵
美（
日
当
山
中
）、
日
当
山
中

水
泳
部
、
南
園
沙
弥（
国
分
中
央

高
校
）、
井
関
凌
大（
国
分
高
校
）、

中
村
亮
太（
国
分
高
校
）、松
嵜
傑

（
国
分
高
校
）、
森
田
晃
貴
・
井
関

凌
大
・
中
村
亮
太
・
松
嵜
傑（
国

分
高
校
）、内
村
沙
奈
江（
国
分
高

校
）、
山
下
真
名
美（
国
分
高
校
）、

国
分
高
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

国
分
高
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
、
中
村
凌
耶（
鹿
児
島
第
一
高

校
）、松
元
さ
く
ら（
鹿
児
島
第
一

高
校
）、川
﨑
大
地
・
重
森
直
翔（
隼

人
工
業
高
校
）、片
平
拓
也（
加
治

木
工
業
高
校
）、深
利
恭
兵（
鹿
児

島
商
業
高
校
）、
第
一
工
業
大
学

記念式典／❶市民表彰（古江増藏さん）　❷辛島美登里さんとグリーンエコーの皆さ
ん　❸市民憲章を朗読する高校生
霧島ふるさと祭／❹霧島九面太鼓和

わ か な

奏　❺❻ふるさと祭 : 特産品の販売　❼霧島コ
レクション

陸 奥部屋親方の陸奥一博さん（元大関
霧島）が、霧島市の魅力を全国にＰ

Ｒする「おじゃんせ霧島大使」となりまし
た。11月 7日の霧島市市制５周年記念式典
で委嘱式が行われ、市長から「今後も頑張っ
て、ふるさと霧島に力を与えてほしい」と
委嘱状などが渡されました。
陸奥親方は「自慢のふるさとをさまざま
な場面で PRしていきたい。大相撲も皆さん
に親しんでいただき、ぜひ応援してくださ
い」と話しました。
同大使は式典後記念コンサートを開催し
た辛島美登里さん、中日ドラゴンズ２軍監
督井上一樹さん、第 69代横綱白鵬関、霧島
国際音楽祭で音楽監督を務めた堤剛さんに
続いて５人目。

おじゃんせ霧島大使

陸
みち

奥
のく

部屋親方
陸奥一博さん

元大関「霧島」。本名：吉永一美
昭和34年4月生まれ。牧園町出身。
平成2年5月場所に大関昇進、平成8年3月場所で現役引退。
優勝1回、殊勲賞3回、敢闘賞1回、技能賞4回受賞。通算成績
754勝696敗。
平成22年（財）日本相撲協会理事に就任。

みちのく かずひろ

No.0005

陸
上
部
、
中
村
清
五（
志
學
館
大

学
）、
中
西
彩
乃（
志
學
館
大
学
）、

池
田
美
乃
里（
志
學
館
大
学
）、志

學
館
大
学
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

初
瀨
有
志（
鹿
屋
体
育
大
学
）、西

薗
良
太（
東
京
大
学
）、山
田
行
哉
、

片
野
坂
あ
ゆ
み
、
吉
永
利
行
・
鈴

木
順
一（
霧
島
市
役
所
ボ
ウ
リ
ン

グ
部
）、牧
内
義
武
、フ
レ
ン
ド
ス

ポ
ー
ツ
Ａ
代
表
曽
山
利
昭
、
池
田

伸
平
、坂
口
博
三
、福
永
博
明
、有

村
幸
二
、
混
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ン

エ
コ
ー

◎
特
別
表
彰

福
山
中
野
球
部
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
九
州
㈱
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部

◎
感
謝
状

南
洋
海
、
福
永
洊
、
古
川
次
男
、

有
村
洋
一
、
保
直
次
、
㈱
ユ
ピ
テ

ル
鹿
児
島
代
表
取
締
役
遠
藤
定
義
、

首
都
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
会
長

細
山
田
明
義
、
徳
重
政
子
、
あ
い

ら
農
業
協
同
組
合
、
西
日
本
高
速

道
路
㈱
九
州
支
社
鹿
児
島
高
速
道

路
事
務
所
、
九
州
旅
客
鉄
道
㈱
取

締
役
鹿
児
島
支
社
長
宮
崎
正
純
、

財
団
法
人
自
然
公
園
財
団
、
霧
島

市
建
設
同
志
会
、
㈱
健
康
医
学
社
、

宇
都
醸
造
有
限
会
社
、
吉
村
久
則
、

西
田
サ
エ
子

❶

❷❸

❹

❻

❺

❼

日
本
の
原
点
・
霧
島
市
を
、日
本
一
の
ふ
る
さ
と
に
。

霧
島
市
市
制
５
周
年
記
念
式
典

11
月
６
日
、
７
日
に
霧
島
市
市
制
５
周
年
を
記
念
し
、

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
会
場
に
５
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、長
年
各
分
野
で
霧
島
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
方
と
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
な
ど
を
表
彰
す
る
霧
島
市
民
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

Profile
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牧
園
町
に
あ
る
県
立
霧
島
高
等

学
校
は
平
成
20
年
４
月
、
牧
園
高

校
と
栗
野
工
業
高
校
の
再
編
を
経

て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
機

械
科
99
人
、
総
合
学
科
２
７
８
人

の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。
同
校

で
は
、
霧
島
温
泉
駅
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
馬
術
、
霧
島
九
面

太
鼓
な
ど
地
域
性
を
生
か
し
た
部

活
動
が
盛
ん
で
、
地
域
に
密
着
し

た
教
育
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

夢
を
叶
え
る
た
め
に

総
合
学
科
に
は
、「
社
会
教
養
」

「
情
報
会
計
」「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
生
活
科
学
」「
文
化
芸
術
」
の
５

つ
の
系
列
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た

ち
は
一
年
間
自
分
の
進
路
を
じ
っ

く
り
考
え
、
２
年
生
に
な
る
と
希

望
す
る
進
路
に
沿
っ
た
系
列
を
選

択
し
、
一
般
教
養
と
合
わ
せ
て
学

習
し
ま
す
。
す
べ
て
の
生
徒
の
意

志
を
尊
重
し
、
希
望
す
る
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
各
系
列
に
定
員
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
生
徒
が
よ
り
具
体
的
に

自
分
の
将
来
を
考
え
る
機
会
を
作

る
た
め
に
、
就
業
体
験
な
ど
が
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

３
年
１
組
担
任
の
藤
田
貴た

か

瑞み
つ

先

生
は
「
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
考

え
る
時
間
は
大
切
で
す
。
一
年
間

真
剣
に
考
え
、
そ
こ
で
導
き
出
し

た
夢
に
向
か
っ
て
専
門
的
に
学
び
、

就
業
体
験
で
よ
り
具
体
的
に
自
分

の
将
来
を
考
え
る
。
こ
の
流
れ
は

子
ど
も
た
ち
の
夢
実
現
に
役
立
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
３
年
目
を
迎
え
、
初
め
て

全
学
年
が
そ
ろ
い
、
来
春
第
一
期

生
が
卒
業
す
る
霧
島
高
校
。
新
設

校
の
歴
史
は
着
実
に
創つ

く

ら
れ
て
い

ま
す
。

磨こう個性 拓
ひ ら

こう未来を
一人一人の意志を尊重し、夢を叶

かな

える学校

総合学科３年１組の生徒

接客業に興味があったので、２年生になって観光ビ
ジネス系列を選択しました。自分の夢が具体化したきっ
かけはインターンシップ。市内の旅館で職場体験をさ
せていただき、そこで見たスタッフの方の接客やおもて
なしの心に感動し、自分もここで働きたいと思いました。
先日その旅館から内定をいただきました。希望の職場
で働ける喜びと期待でいっぱいです。霧島で生まれ育ち、
地元が大好きな私。霧島高校で学んだことを生かして、
社会、地域に貢献できるような社会人になりたいです。

◎
霧
島
高
校
３
年中なか

島しま
優ゆう
希き
さ
ん

【
砂
の
王
国　

上
下
】
荻
原　

浩
、

【
黄
金
の
夢
の
歌
】
津
島
佑
子
、【
地

の
は
て
か
ら　

上
下
】
乃
南
ア
サ
、

【
飛
水
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
】
高
樹
の
ぶ

子
、【
廃
院
の
ミ
カ
エ
ル
】
篠
田

節
子
、【
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
】
池
井

戸
潤
、【
前
夜
の
航
跡
】
紫
野
貴
李
、

【
ど
ん
ぐ
り
姉
妹
】
よ
し
も
と
ば

な
な
、【
追
悼
者
】
折
原　

一
、【
テ

テ
ィ
ス
の
逆
鱗
】
唯
川　

恵
、【
東

慶
寺
花
だ
よ
り
】
井
上
ひ
さ
し
、

【
最
初
の
哲
学
者
】
柳　

広
司
、【
長

い
廊
下
が
あ
る
家
】
有
栖
川
有
栖
、

【
折
れ
た
竜
骨
】
米
澤
穂
信
、【
純
ジ
ュ
ン

恋コ
イ

】
新
堂
冬
樹
、【
大
和
の
ま
ぼ

ろ
し
】
内
田
康
夫
、【
戦
国
を
終

わ
ら
せ
た
女
た
ち
】
童
門
冬
二
、

【
成
り
上
が
り
】
江
上　

剛
、【
冬

の
童
話
】
白
川　

道
、【
お
し
ゃ

れ
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
】
学

研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、【
美
し
い
お

せ
ち
と
お
も
て
な
し
正
月
料
理
】

主
婦
の
友
社
、【
伝
説
の
編
集
者

ノ
ー
ド
ス
ト
ロ
ム
の
手
紙
】
レ
ナ

ー
ド
・
Ｓ
・
マ
ー
カ
ス
、【
ミ
ス
テ

リ
ー
の
書
き
方
】
日
本
推
理
作
家

協
会
、【
物
語
日
本
推
理
小
説
史
】

郷
原　

宏
、【
電
子
本
を
バ
カ
に

す
る
な
か
れ
】
津
野
海
太
郎
、【
も

り
の
お
く
の
お
ち
ゃ
か
い
へ
】
み

や
こ
し
あ
き
こ
、【
青
い
一
角
の
少

年
】
西
沢
杏
子
、【
お
か
あ
さ
ん
は
、

な
に
し
て
る
？
】
ド
ロ
シ
ー
・
マ

リ
ノ
、【
遠
い
親
せ
き
】
ウ
ー
リ
ー・

オ
ル
レ
ブ
、【
ち
ょ
う
ど
い
い
よ
】

鈴
木
ま
も
る
、【
カ
ラ
ス
笛
を
吹

い
た
日
】
ロ
イ
ス・ロ
ー
リ
ー
、【
ま

つ
り
】
い
せ
ひ
で
こ
、【
ひ
ゅ
ー
ど

ろ
ど
ろ　

か
べ
に
ゅ
う
ど
う
】
角

野
栄
子

それでも人生は美しい
太田浩一 著
リーマン、エトヴェシュ、プランク
…。苦悩と挫折を乗り越えて不
朽の仕事を残した物理学者たち。
歴史、文学、音楽、映画などの
話題を織りまぜて、彼らがいきい
きと生きていた街角を案内する。

オリーヴ・キタリッジの生活
エリザベス・ストラウト 著
傍若無人な数学教師オリーヴが、
一見静かなまちに生きる人々の
心を、ときには激しく、ときには
ささやかに揺りうごかしていく…。
かけがえのない人生を静かな筆
致（ひっち）で描く。

かぜがふいてきた
いもとようこ 作
あるところに、家も家族も友だ
ちもいない男がいました。ある日、
男の後ろから、強い風と一緒に、
こねこ、うさぎ、あひる、いぬ、ぶ
たと、動物たちが次 と々飛んでき
て…。

よくぞごぶじで
ルドウィッヒ・ベーメルマンス 作
きつね狩りを楽しむ人間たちと、
猟犬に追われながらもしたたか
に逃げるきつね。狩りの様子を
きつねの家族の側からユーモラ
スに描く。

あ
た
た
か
く
し
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

今
月
の
新
刊
。

●12月29日(水)から
　１月３日(月)まで休館します。

国分図書館／☎６４－０９１８
◎開館時間＝9：30～21：00

隼人図書館／☎４３－７５７４
◎開館時間＝10：00～19：00
　（土・日曜日・祝日は9：00～17：00）
◎休館日＝月曜日

溝辺図書室／☎５８－３１９１
◎開館時間＝8：30～19：00

横川図書室／☎７２－１５９６
◎開館時間＝9：00～17：00
◎休館日＝月曜日・祝日

牧園図書室／☎７８－３３４９
◎開館時間＝8：30～19：00
◎休館日＝月曜日

霧島図書室／☎５７－０３１６
◎開館時間＝8：30～17：00
　（火・木・土曜日は午後８時まで）
◎休館日＝日曜日・祝日

福山図書室／☎５６－２０２６
◎開館時間＝8：30～17：00
◎休館日＝土・日曜日・祝日

※�11月の「図書館へ行こう」で紹介した
図書名に間違いがありました。

　（誤）千里眼　時輪の轍
　（正）千里伝　時輪の轍

年末年始休館の
お知らせ じゃあ、読もう。

霧島高等学校
初めての卒業生
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９月14日、日本ジオパークに認定された霧島ジオパークのＰＲと活
性化を図るため、霧島ジオパークの公式キャラクターを募集します。

◦�応募内容＝キャラクターデザイン（正面図・側面図・背面図）、
キャラクターの名称、作品説明

◦賞＝最優秀賞１点:５万円、優秀賞２点:２万円
◦参加資格＝不問
◦詳細＝デザインは着ぐるみとして制作できる形状にしてください。
　�霧島ジオパークの文字またはロゴマークを必ずキャラクター内に入

れてください。
◦応募点数＝一人１点まで。
◦募集締切＝１月31日（月）

◎提出・問い合わせ先＝企画政策課霧島ジオパーク推進室 ☎（64）0936
※�霧島ジオパークキャラクター応募用紙を提出してください。応募用紙は

本庁国分庁舎１階総合案内、または各総合支所にあります。
※詳しくは霧島ジオパーク推進連絡協議会のホームページをご覧ください。
　http://www.mct.ne.jp/users/kiri-geopark/index.html

11
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た「
霧
島
・

食
の
文
化
祭
」。
地
元
の
郷
土
料
理

や
高
校
生
の
作
っ
た
お
弁
当
な
ど
の

展
示
の
ほ
か
、
試
食
や
販
売
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
食
に
か
か
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
郷
土
料
理
の
中
に

「
き
い
こ
ん
」
が
あ
り
ま
し
た
。
地

鶏
と
野
菜
を
使
っ
た
煮
物
で
、
霧
島

周
辺
で
は
昔
か
ら
正
月
や
来
客
の
と

き
な
ど
に
出
さ
れ
て
い
た
お
も
て
な

し
料
理
で
す
。
こ
の
料
理
を
作
っ
た

造
免
和
子
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ

鶏
を
さ
ば
く
の
は
父
の
役
目
で
し
た
。

昔
、
鶏
料
理
は
特
別
な
時
に
し
か
食

べ
ら
れ
な
い
ご
ち
そ
う
で
し
た
。
も

も
と
む
ね
肉
は
刺
身
に
、
肝
は
み
そ

炒
め
に
、
皮
は
鶏
飯
の
だ
し
に
、
そ

し
て
残
っ
た
骨
付
き
の
と
こ
ろ
を

ぶ
つ
切
り
に
し
て
野
菜
と
煮
た
の

が
”
き
い
こ
ん
“
で
し
た
。
今
で

も
き
い
こ
ん
は
わ
が
家
の
ご
ち
そ
う

で
あ
り
、
思
い
出
の
味
で
す
」
と
懐

か
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

造
免
さ
ん
は
毎
年
、
正
月
に
帰
郷

す
る
息
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
た
め

に
、
き
い
こ
ん
を
作
り
ま
す
。
そ
れ

を
食
べ
た
お
孫
さ
ん
の
「
ば
あ
ち
ゃ

ん
お
か
わ
り
」
と
い
う
満
面
の
笑
み

が
い
つ
も
楽
し
み
と
話
し
ま
す
。
家

族
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
く
れ
る
ふ

る
さ
と
の
味
。
も
う
す
ぐ
お
正
月
で

す
が
、
帰
郷
す
る
家
族
や
親
せ
き
と

一
緒
に
懐
か
し
の
郷
土
料
理
を
食
べ

な
が
ら
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

造
免
和
子
さ
ん

（71）

◎
霧
島
地
区
在
住

〈材　料〉
地鶏ぶつ切り300g、ダイコン200g、ニンジン100g、ゴボウ50g、サトイモ100g、シイタ
ケ50g、揚げ豆腐100g、コンニャク50g、タケノコ50g、うす口しょうゆ100cc、砂糖30g

〈作り方〉 
地鶏を水から10分ほど煮て、ほかの材料を全部入れ、調味料を加え弱火でじっくり煮
込む。
※野菜はあるもので代用、味付けはお好みで調整。
※骨つきの地鶏を使ったほうが、だしがでて、煮くずれしにくい。

ピシレ

おもてなしの料理「きいこん」

※�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
と
宮
崎
県

の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
１
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
Ｊ
Ｒ
三
大
車
窓
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
え
び
の
市

の
「
矢
岳
高
原
」
を
紹
介
し
ま
す
。

展
望
台
か
ら
は
霧
島
山
や
田
園
風

景
が
一
望
で
き
、
錦
江
湾
に
浮
か

ぶ
桜
島
も
楽
し
め
ま
す
。

矢
岳
高
原

え
び
の
市
の
北
西
部
か
ら
熊
本

県
人
吉
市
に
か
け
て
広
が
る
矢
岳

山
付
近
の
高
原
を
矢
岳
高
原
と
い

い
ま
す
。

今
か
ら
約
34
万
年
前
、
え
び
の

市
や
湧
水
町
を
含
む
地
域
で
大
規

模
な
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。
周

辺
は
、
大
量
の
火
砕
流
が
蓄
積
し
、

加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。
矢
岳
高
原
も
加
久
藤
カ
ル

デ
ラ
の
外
輪
山
と
し
て
そ
の
時
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

矢
岳
高
原
の
北
部
の
傾
斜
は
、

緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
加

久
藤
盆
地
側
は
急
な
崖
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
昔
は
、
え
び

の
・
人
吉
間
は
交
通
の
難
所
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

矢
岳
高
原
か
ら
の
展
望
は
素
晴

ら
し
く
、
肥
薩
線
の
列
車
の
窓
か

ら
見
る
景
観
が
日
本
三
大
車
窓
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
も
の

で
す
。
晴
れ
た
日
に
は
、
霧
島
の

山
々
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
冬
に
は
、
気
象
条
件

が
整
え
ば
目
の
前
に
広
が
る
真
っ

白
な
雲
海
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。矢

岳
高
原
の
展
望
台
に
は
、「
雨

の
知
ら
せ
か
霧
島
山
に
雲
が
ま
た

来
て
ま
た
か
か
る
」
と
野
口
雨う

情じ
ょ
う

が
矢
岳
高
原
を
訪
れ
た
時
に
霧
島

山
の
展
望
を
歌
っ
た
歌
碑
が
あ
り

ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

霧島ジオパーク「イメージキャラクター」募集

EVENTS環 霧 情 報

環霧島

き
い
こ
ん

矢岳高原からの風景

地域の方以外に高校生もボランティアで参加 家庭の料理が大集合

鶏
の
さ
ば
き
方
を
実
演

高校生の手作りお弁当もたくさん展示

雲海

祝!日本ジオパーク認定
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11
月
20
日
、
国
分
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た
八

坂
神
社
秋
ま
つ
り
。
６
つ
の
通
り
会
が
初
め
て

一
緒
に
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
各
通
り
会

の
特
色
を
生
か
し
た
た
く
さ
ん
の
催
し
と
出
店

が
あ
り
、
多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。こ

の
秋
ま
つ
り
を
ま
と
め
た
の
が
こ
く
ぶ
通

り
会
連
合
会
会
長
の
木
野
田
寛
さ
ん
。
種
苗
店

を
営
み
、
国
分
中
央
に
あ
る
商
売
の
神
様
「
八

坂
神
社
」
の
管
理
運
営
員
で
も
あ
り
ま
す
。
木

野
田
さ
ん
は
秋
ま
つ
り
が
商
店
街
活
性
化
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

「
長
い
間
、
国
分
で
商
売
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
す
べ
て
の
通
り
会
が
協
力
し
合
い
、
こ
ん

な
に
一
体
感
を
感
じ
た
の
は
初
め
て
で
す
。
商

売
の
原
点
は
お
客
さ
ま
だ
け
で
な
く
、
商
売
人

も
楽
し
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
秋
ま
つ
り
で

は
商
売
人
と
お
客
さ
ま
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
き
っ
と
み
ん
な
の
励

み
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
店
の

特
色
が
つ
な
が
り
、
通
り
会
の
特
色
と
な
り
、

さ
ら
に
そ
れ
が
一
つ
に
な
っ
て
地
域
の
魅
力
と

な
る
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
協
力
し
て
、
国

分
商
店
街
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」

秋
ま
つ
り
に
は
、
商
売
を
す
る
人
と
買
い
物

客
が
楽
し
く
語
り
合
う
光
景
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
木
野
田
さ
ん
の
考
え
る
商
売
の
原
点
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
あ
っ

た
の
が
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
げ
に
遊
ぶ
姿
。
こ

れ
も
木
野
田
さ
ん
が
思
い
描
い
て
い
た
光
景
で

し
た
。

「
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
、
八
坂
神
社
の
前
の

通
り
で
は
祇ぎ

お
ん園

祭
り
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
出
店
と
そ
こ
を
元
気
に
走
り
回
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ち
が
活
気
に
あ
ふ

れ
、
み
ん
な
が
笑
顔
だ
っ
た
あ
の
時
の
光
景
は

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
っ
た
と
き
、
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
し
て
く

れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
秋
ま
つ
り

が
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

５
か
所
の
会
場
で
は
、
グ
ル
メ
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
以
外
に
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
で
き

る
催
し
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
広
が
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
木
野
田
さ
ん
の
願
い
が

伝
わ
っ
た
証
し
で
も
あ
り
ま
し
た
。

６
つ
の
通
り
会
の
思
い
が
一
つ
と
な
り
、
初

め
て
開
催
さ
れ
た
八
坂
神
社
秋
ま
つ
り
。
来

年
、
再
来
年
と
歴
史
を
重
ね
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
の
心
に
、
ふ
る
さ
と
の
温
も
り
を
届
け

ま
す
。

木野田寛さん（51）
国分出身、国分中央で種苗店を営む、八坂通り会会
長であり国分の６つの通り会（ステーション通り会、新
市街通り会、川跡ちょうちん通り会、旭通り会、中央通
り会、八坂通り会）でつくるこくぶ通り会連合会会長

THE SCENE

霧島に生きる

６
つ
の
通
り
会
が
初
め
て
一
つ
に

そ
こ
に
は
多
く
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

Profile
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一
人
の
お
母
さ
ん
が
西
川
原
さ
ん

の
こ
と
を
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
み
た
い

な
存
在
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
言
葉
が
意
味
す
る
よ
う
に
、
サ
ロ

ン
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
82
歳
の
西
川
原
さ
ん
、
元
気

の
秘
訣
は
「
子
ど
も
の
笑
顔
」
と
言

い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
元
気
を
も

ら
っ
た
西
川
原
さ
ん
た
ち
が
お
母
さ

ん
に
元
気
を
与
え
、
お
母
さ
ん
の
笑

顔
を
見
て
子
ど
も
が
笑
顔
に
な
る
。

福
島
の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
広
が
る
笑

顔
の
源
は
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り

今
年
の
６
月
、
国
分
上
小
川
地
区

で
新
た
に
始
ま
っ
た
子
育
て
サ
ロ
ン

「
か
み
っ
子
ク
ラ
ブ
」。
同
地
区
の
池

田
ま
ゆ
み
さ
ん
が
、
小
さ
な
子
ど
も

を
持
つ
世
帯
が
増
え
た
こ
と
を
受

け
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
始
め
ま
し

た
。
発
足
し
て
約
半
年
で
す
が
、
多

い
時
に
は
40
組
ぐ
ら
い
の
親
子
が
参

加
し
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
「
私
が
子
育
て
を
し

て
い
た
こ
ろ
は
、
用
事
が
あ
る
と
近

所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
子
ど
も
を
預
け

て
い
た
。
そ
れ
だ
け
地
域
の
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
そ

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
い
ま
す
。
か

み
っ
子
ク
ラ
ブ
が
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
強
く
し
て
く
れ
る
よ
う
な
場
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
池
田
さ
ん
た
ち

が
、
だ
ん
ご
や
が
ね
な
ど
手
作
り
の

お
菓
子
を
差
し
入
れ
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
の
お
菓
子
を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
る
子
ど
も
た
ち
の
横
で
は
、
作

り
方
な
ど
を
教
わ
る
お
母
さ
ん
た
ち

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
を
通

じ
て
地
域
の
方
と
お
母
さ
ん
た
ち
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い

る
方
が
、
私
み
た
い
な
高
齢
者
で
も

役
に
立
て
て
う
れ
し
い
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
世
代
と
子
育
て

世
代
が
サ
ポ
ー
ト
し
合
え
る
関
係
。

私
が
子
育
て
を
し
て
い
た
時
に
あ
っ

た
地
域
の
姿
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま

す
」
と
池
田
さ
ん
は
、
う
れ
し
そ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ロ
ン
に
は
お
母
さ
ん
や

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体

を
元
気
に
す
る
力
が
あ
る
。
取
材
で

知
っ
た
み
ん
な
の
笑
顔
が
そ
の
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

笑
顔
の
源
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」、

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
笑
顔
の
数
を
増

や
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

みんなの笑顔の源
「子育てサロン」

子育てを応援する子育てサロン。そこでは地域の絆
きずな

、多くの笑顔が生まれていました。

地
域
で
子
育
て
を
応
援
、
そ
れ
が

子
育
て
サ
ロ
ン
で
す
。
市
内
に
も
国

分
や
隼
人
で
地
域
の
方
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
開
い
て
い
る
子
育
て
サ
ロ

ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
子
ど
も

と
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
地
域
の
方
の

笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

霧
島
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

国
分
福
島
地
区
で
子
育
て
サ
ロ
ン

を
開
い
て
い
る
の
が
西
川
原
幸さ

ち

雄お

さ

ん
。
６
年
前
、
子
育
て
に
悩
む
人
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
子
育
て

を
応
援
し
た
い
と
始
め
ま
し
た
。
西

川
原
さ
ん
は
福
島
だ
け
で
な
く
有
下

地
区
の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
も
参
加
。

地
域
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
子
育
て

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
西
川
原
さ
ん

が
サ
ロ
ン
で
大
事
に
し
て
い
る
の
が

お
母
さ
ん
の
笑
顔
で
し
た
。

「
最
初
は
３
組
の
親
子
だ
け
で
し

た
が
、
今
で
は
多
い
時
に
は
１
０
０

人
近
く
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
地
域
の
方
の
協
力
の
お
か
げ

で
す
。
私
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る

の
が
お
母
さ
ん
の
笑
顔
。
お
母
さ
ん

が
笑
顔
じ
ゃ
な
い
と
、
子
ど
も
の
笑

顔
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な

が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
雰
囲
気

作
り
を
い
つ
も
心
が
け
て
い
ま
す
」

❼
子育てサロン

みんなで子育てを楽しんで、みんなで悩んで、みんなで
成長していく。『地域で支える子育て』、そんなフレーズ
が自然と浮かんでくるようなまちを目指しています。

子育て情報
福島子育てサロンで餅つき大会が開催されます。
子育て中の方を元気にしたいと行われるイベント
です。地域の方の優しさに触れ、いっぱい元気
をもらってください。

◦日時＝１２月１７日（金）午前１０時から
◦場所＝福島地区コミュニティー共用施設
◦対象＝未就園児とその保護者

◎国分エリア
広瀬ふれあいサロン	 第３水曜日	 ☎45-7624（岩下）
福島地区子育てサロン	 第１・３金曜日	 ☎45-9220（西川原）
有下地区子育てサロン	 第２・４金曜日	 ☎46-1297（林薗）
上小川「かみっ子クラブ」	 第２・４水曜日　☎090-9796-2809（池田）
お出かけ子育てひろば（上井地区）	 毎月末火曜日	 ☎56-2867（牧之原保育園）

◎隼人エリア
育児応援隊「みんみん」	 第３火曜日	 ☎43-0192

◎溝辺エリア
「ひだまり」親子ひろば	 毎週火・金曜日	 ☎58-3005

◎横川エリア
親子サークル「ぴよぴよ」	 毎週火・木曜日	 ☎73-2371

◎霧島エリア
「ルンルン」	 毎週月・木曜日	 ☎57-1482

◎福山エリア
「すくすく」	 毎週木曜日	 ☎56-2867

サロン・サークル活動

子どもたちと遊ぶ西川原さん
子どもたち

に紙芝居を
読んであげ

る池田さん
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【
新
庁
舎
の
業
務
】

新
庁
舎
で
の
業
務
内
容
は
現
在

の
福
山
総
合
支
所
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。

●�

各
種
手
続
き
に
ご
注
意
を

総
合
支
所
移
転
に
伴
っ
て
、
旧

福
山
総
合
支
所
庁
舎
（
福
山
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
で
可
能
な

手
続
き
内
容
が
変
わ
り
ま
す
。
事

前
に
確
認
の
上
、
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

【
旧
福
山
総
合
支
所
庁
舎
で
手
続

き
可
能
な
業
務
】

・�

住
民
登
録
の
異
動
手
続
き
、
印

鑑
登
録
、
各
種
証
明
書
発
行

相
続
人
代
表
者
の

指
定
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、「
相
続
人
代
表

者
指
定
申
告
書
」
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
れ
は
遺
産
相
続
が
行
わ
れ
る

ま
で
の
間
、
納
税
の
管
理
を
す
る

方
を
指
定
し
て
い
た
だ
く
届
け
出

に
な
り
ま
す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
早
め
に
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
相
続

人
の
う
ち
、
お
一
人
を
指
定
し
納

付
書
を
送
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※�

相
続
人
代
表
者
を
変
更
す
る
場

合
は
「
相
続
人
代
表
者
変
更
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
を
さ
れ
て
い
る
方
へ

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

状
況
を
、
そ
の
資
産
が
所
在
す
る

市
町
村
へ
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
年
度
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、

平
成
22
年
度
分
の
資
産
状
況
を
記

載
し
た
平
成
23
年
度
の
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
事
業
者
、
も
し
く
は
初
め

て
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
提
出
先

に
申
告
書
類
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

●
償
却
資
産
と
は

会
社
や
個
人
で
事
業
を
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
事
業
経
営
の
た
め

に
用
い
て
い
る
土
地
・
家
屋
以
外

の
事
業
用
資
産
を
い
い
ま
す
。

●�

税
務
署
へ
の
申
告
と
市
へ
の
申

告
と
の
違
い

税
務
署
へ
の
申
告
は
「
所
得
税

ま
た
は
法
人
税
」
の
申
告
で
す
。

税
務
署
で
申
告
す
る
減
価
償
却
資

産
は「
減
価
償
却
費
を
必
要
経
費
」

と
し
て
計
上
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
そ
れ
に
対
し
て
市
へ
の
申
告

は
償
却
資
産
が
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
必
要

と
な
り
ま
す
。
法
律
で
、
税
務
署

と
の
申
告
と
は
別
に
市
へ
の
償
却

資
産
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

●�

リ
ー
ス
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
リ
ー
ス
会

社
が
申
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
リ
ー
ス
期
間
終
了
後
に
無
償

譲
渡
の
契
約
が
あ
る
場
合
（
所
有

権
留
保
付
割
賦
販
売
と
し
て
の

リ
ー
ス
）
は
、
原
則
と
し
て
借
主

が
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

申
告
書
提
出
期
限
＝
１
月
31
日

（
月
）

・�

提
出
書
類
＝
償
却
資
産
申
告
書

（
明
細
書
を
含
む
）、
リ
ー
ス
資

産
申
告
書

◎�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務

課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
８
８
５
、
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課

福
山
総
合
支
所

移
転
の
お
知
ら
せ

福
山
総
合
支
所
が
旧
牧
之
原
支

所
庁
舎
跡
地
に
新
築
さ
れ
、
１
月

１
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

【
新
庁
舎
の
特
徴
】

・�

平
屋
、
約
６
１
４
平
方
㍍

・�

全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー

・�

身
体
障
害
者
用
駐
車
場
と
駐
輪

場
、
庁
舎
玄
関
入
口
ま
で
の
通

路
に
屋
根
を
設
置
。

・�

授
乳
室
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
設

置
。（
時
間
外
利
用
可
）

・�

開
放
的
な
ロ
ビ
ー
空
間

・�

戸
籍
関
係
証
明
書
発
行
、
戸
籍

届
け
出
の
受
け
付
け
、
埋
葬
火

葬
の
許
可
証
発
行
（
業
務
時
間

内
の
み
受
付
可
能
）

・�

税
務
関
係
の
各
種
証
明
書
発
行
、

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の
標
識

交
付
と
納
付
相
談

・�

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
と
保

険
証
等
発
行
、
各
種
申
請

・�

後
期
高
齢
者
医
療
の
届
け
出
と

保
険
証
等
発
行
、
各
種
申
請

・�

年
金
の
各
種
申
請

・�

ご
み
袋
販
売
、
一
般
廃
棄
物
申

請
、
墓
地
改
葬
申
請

・�

犬
の
登
録
な
ど
の
届
け
出

・�

介
護
保
険
認
定
（
変
更
）
申
請
、

納
付
書
発
行

・�

身
体
障
害
者
の
各
種
申
請

・�

児
童
福
祉
の
各
種
申
請

・�

生
活
保
護
の
医
療
券
発
行

・�

公
民
館
補
助
金
申
請

・�

交
通
災
害
の
各
申
請

【
旧
福
山
総
合
支
所
庁
舎
で
で
き

な
く
な
る
業
務
】

・�

業
務
時
間
外
、
土
日
・
祝
祭
日

の
戸
籍
の
届
け
出

・�

収
納
業
務
（
税
金
な
ど
の
納
付

に
つ
い
て
は
金
融
機
関
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
）

・�

地
籍
図
の
発
行

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
山
総
合
支

所
地
域
振
興
課
☎（
55
）２
１
１

１
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イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
対
策
に

取
り
組
も
う

最
近
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
が
市

街
地
に
出
没
す
る
事
例
が
多
く
発

生
し
、
人
身
被
害
を
心
配
す
る
声

も
出
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
被
害
対
策
と
し
て
地

元
捕
獲
隊
の
協
力
の
も
と
銃
や
わ

な
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
実
施

し
、
被
害
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
民
家
周
辺
で
の

銃
使
用
に
は
安
全
上
の
問
題
も
あ

る
た
め
、
市
街
地
な
ど
に
出
没
し

た
場
合
は
、
山
へ
の
追
い
払
い
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

よ
り
効
果
的
な
対
策
と
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連

携
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
餌
を
断
つ

野
菜
の
残
り
か
す
な
ど
の
生
ご

み
の
放
置
や
野
鳥
へ
の
餌
や
り
な

ど
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
が
繰
り

返
し
出
没
す
る
原
因
と
な
る
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

②
山
際ぎ
わ

の
雑
草
を
刈
り
取
る

イ
ノ
シ
シ
は
、
や
ぶ
が
大
好
き

で
、
居
心
地
が
良
い
と
そ
こ
に
居

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
雑
草
を
刈

り
取
り
、
見
通
し
を
良
く
し
、
イ

ノ
シ
シ
を
山
に
追
い
上
げ
ま
し
ょ

う
。

③
防
護
柵
を
設
置
す
る

農
地
や
家
庭
菜
園
は
、
イ
ノ
シ

シ
・
サ
ル
が
侵
入
で
き
な
い
よ
う
、

柵
な
ど
で
囲
う
な
ど
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

●�

も
し
も
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
に
出

会
っ
た
と
き
は

出
会
わ
な
い
こ
と
が
何
よ
り
で

す
が
、
万
一
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル

と
遭
遇
し
た
場
合
は
、
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

基
本
的
に
は
こ
ち
ら
か
ら
刺
激

し
な
い
限
り
襲
っ
て
く
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
も
し
て
こ

な
い
よ
う
な
ら
放
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

②�

大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
棒
な

ど
で
追
い
か
け
た
り
す
る
の
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。
お
び
え
て

逃
げ
出
し
、
周
り
の
人
を
襲
う

な
ど
危
険
で
す
。

③�

近
づ
い
て
き
た
場
合
は
慌
て
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し
て
、

立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�
危
険
だ
と
感
じ
た
ら
市
役
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
始
ま
り

ま
し
た
。
狩
猟
者
に
鳥
獣
と
見
間

違
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
次

の
こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①�

山
林
内
で
は
見
通
し
の
良
い
道

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

②�

ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
響
機
器
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。

③�

目
立
つ
格
好
・
服
装
を
し
ま

し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
林
務
水
産
課

林
務
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
３

８

「
食
育
の
日
」
は
い
つ
か

ご
存
知
で
す
か

毎
月
19
（
イ
ク
）
日
は
食
育
の

日
で
す
。
そ
し
て
毎
月
第
３
土
曜

日
は
か
ご
し
ま
活い

き
生
き
食
の
日

（
食
育
・
地
産
池
消
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
日
）、

６
月
は
食
育
月
間
で
す
。

毎
月
19
日
は
、
ゆ
っ
く
り
食
事

を
味
わ
う
日
に
し
た
り
、
子
ど
も

や
孫
と
楽
し
く
料
理
を
す
る
日
に

し
た
り
、
き
り
し
ま
産
の
食
材
で

郷
土
料
理
に
挑
戦
し
て
み
た
り
と
、

食
を
楽
し
む
日
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
り
し
ま
版

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の

ポ
ス
タ
ー
が
で
き
ま
し
た

き
り
し
ま
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
と
は
、１
日
に
「
何
を
」「
ど

れ
だ
け
」
食
べ
た
ら
よ
い
か
が
一

目
で
わ
か
る
食
事
の
目
安
で
す
。

「
コ
マ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
と

コ
マ
が
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
山
地
区

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
酢

が
め
ち
ゃ
ん
」
を
用
い
、
酢
が
め

（
か
め
）
と
「
噛か

め
」
を
か
け
て
、

噛
む
こ
と
の
大
切
さ
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

健
康
増
進
課
で
は
、
平
成
20
年

に
き
り
し
ま
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
作
成
し
、
自
治
会
加
入
の

全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
健
診

や
教
室
な
ど
の
事
業
を
通
し
て
啓

発
・
普
及
を
行
い
、
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
き
り
し
ま
版
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
の
さ
ら
な
る
活
用
を

目
指
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

ま
し
た
。
元
気
や
希
望
、
幸
福
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
虹
を
描
き
、
霧
島

の
春
夏
秋
冬
の
旬
の
食
材
を
食
べ

て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
コ
マ
を
ま
わ

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
込
め
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
・

高
校
な
ど
の
教
育
機
関
、
ス
ー

パ
ー
や
医
療
機
関
な
ど
に
配
布
し
、

掲
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
を
見
か
け
た
際
は
、
き
り

し
ま
の
旬
の
食
材
や
食
事
コ
マ
、

酢
が
め
ち
ゃ
ん
が
載
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
立
ち
止
ま
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。
旬
の
食
材
を
使
っ
て

料
理
を
し
た
り
、
食
事
コ
マ
の
形

を
参
考
に
自
分
の
食
事
内
容
を
見

直
し
て
み
た
り
、
酢
が
め
ち
ゃ
ん

の
言
う
「
よ
く
噛
め
・
ゆ
っ
く
り

噛
め
・
味
わ
っ
て
噛
め
」
を
実
行

し
て
み
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
き
り
し
ま
版
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

○文

○文

○文○文

牧之原中学校

牧之原小学校

福山高等学校

福山体育館
牧之原幼稚園

西牧之原地区
公民館

牧之原養護学校

10

504

478
63

福山総合支所
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K irishima Information

イ
タ
ウ
ン
４
・
７
棟
、
国
分
・
隼

人
地
区
以
外
の
市
営
住
宅
は
随

時
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築

住
宅
課
住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
０
９

中
国
語
＆
英
語
de

読
み
聞
か
せ

中
国
と
ア
メ
リ
カ
出
身
の
国
際

交
流
員
２
人
が
母
国
語
で
童
話
の

読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
１
月
18
日（
火
）午
前
10

時
30
分
～
11
時

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
４
階
音
楽

室
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

対
象
者
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者

◦�

定
員
＝
10
組
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
、
少
数
の
場
合
は
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◦�

申
込
期
限
＝
１
月
11
日（
火
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

パ
ソ
コ
ン
講
座
）

２
０
３
／
60
歳
か
ら
始
め
る
パ

ソ
コ
ン
講
座

◦�

期
間
＝
１
月
11
日（
火
）～
12
日

●
ロ
ビ
ー
展
募
集

サ
ン
・
あ
も
り
で
ロ
ビ
ー
展
を

さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
写
真
、
絵
画
、
書
道
、
小

物
な
ど
で
、
展
示
は
無
料
で
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン

あ
も
り
☎（
43
）３
３
７
３

高
校
生
の
た
め
の

就
職
面
接
会
霧
島

参
加
事
業
主
募
集

国
分
公
共
職
業
安
定
所
管
内
の

来
春
高
校
卒
業
予
定
者
の
就
職
環

境
は
、
９
月
末
段
階
で
県
内
求
人

が
前
年
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
た
も

の
の
前
々
年
同
月
に
比
べ
て
32
・

３
㌫
も
大
幅
に
減
少
し
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
す
。

将
来
、
地
元
を
担
う
若
者
た
ち

が
職
業
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
立
て

る
よ
う
、
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
１
月
19
日（
水
）
午
後

１
時
～
4
時
30
分
（
受
付
正
午

か
ら
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◦�

申
込
締
切
＝
12
月
17
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分

公
共
職
業
安
定
所
☎（
45
）５
３

１
１

（
水
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員
＝
20
人
（
60
歳
以
上
の
市

民
対
象
）

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
郵
送
（
往
信
面
の
右
側
に

は
何
も
記
入
し
な
い
）。

◦�

申
込
締
切
＝
12
月
22
日（
水
）

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９
、
〒
８
９
９
－
４
３
９
４

国
分
中
央
三
丁
目
45
－
１

働
く
婦
人
の
家
親
子
講
座

●
押
し
花
は
が
き
講
座

◦�

日
時
＝
12
月
27
日（
月
）午
前
10

時
～
12
時

◦�

参
加
料
＝
１
組
２
０
０
円
程
度

◦�

内
容
＝
年
賀
は
が
き
作
り

●
手
づ
く
り
雑
貨
講
座

◦�

日
時
＝
12
月
27
日（
月
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

◦�

参
加
料
＝
１
組
５
０
０
円
程
度

◦�

内
容
＝
お
正
月
飾
り
作
り

【
共
通
事
項
】

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
子
と
そ
の
保
護
者
（
２
人

１
組
）

◦�

場
所
＝
働
く
婦
人
の
家

◦�

定
員
＝
各
15
組
（
30
人
）

◦�

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
働
く
婦
人
の

家
☎（
46
）４
４
６
４

自
主
講
座
生
募
集

●�

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
ア
ー
ト
セ
ラ

ピ
ー
講
座

◦�

日
時
＝
１
月
13
日（
木
）午
前
10

時
～
12
時

◦�

定
員
＝
15
人
（
先
着
順
）

◦�

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
・

カ
ッ
タ
ー
・
は
さ
み
・
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

●�

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
手
作
り
講
座

～
ル
ー
ム
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
～

◦�

日
時
＝
１
月
18
日（
火
）午
前
10

時
～
12
時

◦�

定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦�

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具

【
共
通
事
項
】

◦�

対
象
＝
成
人
女
性

◦�

場
所
＝
中
会
議
室

◦�

受
講
料
＝
１
５
０
０
円
（
材
料

代
込
み
）

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
天
降

川
地
区
共
同
利
用
施
設
☎（
43
）

１
９
５
１

サ
ン
あ
も
り
情
報

●
自
主
講
座

◦�

定
員
＝
各
20
人
（
先
着
順
）

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

演
奏
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
の
一
助
と
な
る
べ
く
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

☎（
64
）０
９
１
４

●
刈
払
機
を
購
入

横
川
地
区
自
治
公
民
館
連
絡
協

議
会
、
牧
園
地
区
自
治
公
民
館
連

絡
協
議
会
で
は
刈
払
機
を
購
入
し

ま
し
た
。
地
域
の
美
化
活
動
に
利

用
し
て
い
き
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生
協
働
推

進
課
☎（
64
）０
９
８
８

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
」

悪
質
商
法
に
ご
注
意

業
者
に
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
買
い
物
す
れ
ば
買
い
取
る
」
と

言
わ
れ
、
消
費
者
が
限
度
額
い
っ

ぱ
い
で
商
品
を
買
い
、
商
品
を
購

入
価
格
よ
り
相
当
安
い
金
額
で
買

い
取
る
商
法
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

取
引
後
、
消
費
者
に
は
業
者
か

ら
受
け
取
っ
た
金
額
よ
り
は
る
か

に
高
額
な
商
品
購
入
の
返
済
が
残

り
、
限
度
額
を
使
い
切
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
カ
ー
ド
も
当
分
の

間
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
換
金
目

的
利
用
は
契
約
違
反
で
あ
り
、
退

会
処
分
の
対
象
で
す
。
そ
の
場

合
、
残
金
を
一
括
返
済
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
な
ど
、
消
費
者

に
と
っ
て
大
変
危
険
な
取
引
で
す
。

業
者
の
「
安
全
・
合
法
」
と
い
う

言
葉
を
信
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
振
興
課

内
）
☎（
64
）０
９
６
４

み
ぞ
べ
新
春
書
き
初
め
大
会

◦�

日
時
＝
１
月
16
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
（
受
付
午
前
８
時
30
分

か
ら
）

◦�

場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
み
そ
め

館
）
２
階
研
修
室

◦�

参
加
資
格
＝
市
内
の
小
・
中
・

高
校
生
、一
般
（
大
学
生
含
む
）

◦�

参
加
費
＝
３
０
０
円

◦�

申
込
期
限
＝
１
月
12
日（
水
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺

公
民
館
☎（
58
）
３
１
９
１

検
察
審
査
会
を
ご
存
知
で
す
か

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
に
よ
っ

て
、
検
察
官
の
行
っ
た
不
起
訴
処

分
が
正
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
し

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
や
詐
欺
、

窃
盗
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警

察
や
検
察
庁
に
犯
人
の
処
罰
を
訴

え
た
が
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か

け
て
く
れ
な
い
と
不
満
を
お
持
ち

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児

島
検
察
審
査
会
事
務
局
☎
０
９

９（
８
０
８
）３
７
１
９

募
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

に
空
き
が
あ
り
ま
す
。
11
月
30
日

ま
で
に
入
居
準
備
の
で
き
た
部
屋

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
部
屋
ご
と
に
受
け

付
け
（
１
世
帯
１
住
宅
に
限
る
）、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

◦�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

12
月
13
日
（
月
）
～
12
月
24
日

（
金
）

◦�

抽
選
日
＝
１
月
12
日（
水
）

※�

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
所
得
制

限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

部
屋
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
名
波
ハ�

※�

12
月
29
日（
水
）か
ら
１
月
３

日（
月
）ま
で
の
間
は
休
業
と
な

り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
☎（
46
）１
３
３
７

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
が
12

月
31
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

12
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票

を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、「
工
業

統
計
調
査
の
お
願
い
」
を
ご
覧
の

上
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※�

調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
携

行
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課

統
計
グ
ル
ー
プ
☎（
76
）１
１
１

６
宝
く
じ
は
地
域
の
活
動
や

事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
助
成
金
）

を
次
の
と
お
り
活
用
し
ま
し
た
。

●
和
太
鼓
を
整
備

「
霧
島
九
面
太
鼓
育い

く

穂ほ

会か
い

」で
は
、

和
太
鼓
を
整
備
し
ま
し
た
。

育
穂
会
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
、

地
域
の
夏
祭
り
、
福
祉
施
設
で
の

お
知
ら
せ

新
春
市
民
の
つ
ど
い

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
共
に

祝
い
、初
日
を
よ
う
拝
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
１
月
１
日（
元
旦
）
午

前
６
時
55
分
～
７
時
40
分
（
雨

天
中
止
）

◦
場
所
＝
城
山
公
園
（
国
分
）

◦�

内
容
＝
太
鼓
演
奏
、
小
・
中
学

生
に
よ
る
一
言
リ
レ
ー
発
表
、

初
日
の
よ
う
拝
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
市
民

運
動
推
進
室
☎（
64
）０
９
１
５

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
コ
ア
・
よ
か
」年
末
・

年
始
の
営
業
に
つ
い
て

●
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

◦�

申
請
受
付
＝
【
年
末
】
12
月
28

日（
火
）ま
で
【
年
始
】
１
月
４

日（
火
）か
ら

◦�

取
扱
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後

4
時
30
分　
　

●
納
税
や
証
明
書
発
行
な
ど

◦�

申
請
受
付
＝
【
年
末
】
12
月
28

日（
火
）ま
で
【
年
始
】
１
月
４

日（
火
）か
ら

◦�

取
扱
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後

７
時

◎霧島市からのお知らせ

講座名 日時 開講日 受講料
太極拳講座 

（初級入門編）
1月～ 3月・毎週金曜 
14：00 ～ 15：30（全10回） 1/ 7 4,000円

スローフロー 
ヨガ講座（中級）

1月～ 3月・毎週火曜 
19：00 ～ 20：30（全10回） 1/11 4,000円

きれいになる 
ヨガ講座

1月～ 3月・毎週水曜 
19：00 ～ 20：30（全10回） 1/12 4,000円

ピラティス＆ 
バランスボール講座

1月～ 3月・毎週月曜 
10：00 ～ 11：00（全9回） 1/17 3,600円

※定員になり次第締め切ります。
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ち
で
す
が
、
時
間
と
気
持
ち
に
余

裕
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
も
の
で

す
。（
ぷ
り
ん
52
歳
女
性
）

●

夕
暮
れ
も
早
く
な
り
、人
影
に

は
っ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
気
づ
か
ず
に
ハ
ン
ド
ル
を

切
っ
て
い
た
ら
と
考
え
る
と
ぞ
っ

と
し
ま
す
。運
転
中
は
常
に
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
、緊
張
感
と
安
全

意
識
が
必
要
で
す
ね
。

先
日
、
長
男
の
七
五
三
で
し

た
。
３
０
０
０
㌘
ぐ
ら
い

で
生
ま
れ
て
初
め
て
の
子
育
て
、

何
も
か
も
が
初
め
て
づ
く
し
で
、

親
子
で
成
長
し
て
き
て
４
年
が
経

ち
ま
し
た
。
い
つ
も
泣
き
虫
さ
ん

だ
け
ど
、
は
か
ま
を
着
て
い
る
姿

が
と
て
も
男
ら
し
く
思
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
親
子
で
成
長
し
て
い

こ
う
ね
。（
ゆ
う
ち
ゃ
ん
マ
ン
25

歳
女
性
）

11
月
を
迎
え
、
４
歳
に
な

る
子
ど
も
の
入
園
に
つ

い
て
来
年
か
ら
行
か
せ
る
べ
き
か
、

ど
こ
に
入
園
す
る
か
、
家
族
で
あ

れ
こ
れ
迷
い
ま
し
た
が
、
息
子
が

唯
一
興
味
を
示
し
た
幼
稚
園
に
願

書
を
提
出
し
無
事
に
入
園
許
可
が

お
り
て
ひ
と
安
心
。
で
す
が
親
離

れ
も
子
離
れ
も
ま
だ
ま
っ
た
く
で

き
て
い
な
い
現
在
、
４
月
ま
で
不

安
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

焦
ら
ず
息
子
と
共
に
幼
稚
園
生
活

へ
の
ス
タ
ー
ト
準
備
に
取
り
組
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
ハ
コ

39
歳
女
性
）

●

子
育
て
は
親
育
て
と
言
わ
れ
ま

す
。子
ど
も
と
共
に
親
も
成
長
し

て
い
く
の
で
す
ね
。涙
と
笑
い
、た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

１
か
月
ほ
ど
前
か
ら
、
知
人

が
イ
ノ
シ
シ
と
遭
遇
し
た

と
か
、
実
家
の
隣
の
家
で
は
、
タ

ヌ
キ
が
出
た
な
ど
の
話
を
聞
き
、

今
年
は
食
べ
物
が
な
く
山
を
お
り

て
く
る
動
物
が
多
い
と
知
り
ま
し

た
。
身
近
に
そ
ん
な
話
を
聞
く
と
、

出
く
わ
し
た
時
、
ど
の
よ
う
に
対

処
す
れ
ば
よ
い
か
悩
み
ま
す
。
イ

ノ
シ
シ
が
向
か
っ
て
き
た
ら
と
思

う
と
怖
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
国
分
を
愛
す
る
よ
し
子
47
歳
女

性
）

●

回
答
に
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に

朗
報
。林
務
水
産
課
か
ら
「
も
し

も
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
に
出
会
っ
た

と
き
は
」の
原
稿
が
届
き
ま
し
た
。

詳
し
く
は
本
誌
20
ペ
ー
ジ
、「
イ
ノ

シ
シ
・
サ
ル
対
策
に
取
り
組
も
う
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
広
報
誌
を
楽
し
み
に

し
て
待
っ
て
お
り
ま
す
。

喜
寿
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
健
康
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
特

に
認
知
症
に
な
り
た
く
な
い
な
と
、

脳
の
若
返
り
方
法
な
ど
教
え
て
く

だ
さ
い
。
健
康
第
一
で
す
。
勉
強

も
し
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
始

め
て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｙ
77
歳
女
性
）

●

「
冷
蔵
庫
を
し
ょ
う
ゆ
に
入
れ

て
」最
近
私
も
言
葉
が
た
ま
に
お

か
し
く
な
り
ま
す
。認
知
症
対
策
、

ぜ
ひ
取
り
上
げ
て
み
た
い
で
す
。

■
来
月
は
新
年
号
で
す
「
一

年
の
計
は
『
１
月
号
』に
あ

り
」皆
さ
ん
の
抱
負
や
夢
、新

年
の
誓
い
な
ど
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

※�

今
月
は
21
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

し
た
。
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
必
ず
お
書

き
く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.112/2010.12）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった中からいやし
の湯「山翠」の家族湯入浴券を５
人の方にプレゼント。応募締め切
りは12月20日（月）当日消印有効
です。当選の発表は、商品の発送を
持ってかえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

大
阪
か
ら
霧
島
に
移
り
住
ん

で
は
や
10
年
、
こ
こ
に
き

て
初
め
て
大お

お

浪な
み
の

池い
け

に
登
り
、
山
の

美
し
さ
に
触
れ
韓か

ら

国く
に

岳
に
も
挑
戦
。

あ
と
高た

か

千ち

穂ほ
の

峰み
ね

に
登
り
た
い
と
希

望
が
あ
り
、
毎
日
１
時
間
歩
い
て

楽
し
み
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
温

泉
が
多
い
の
も
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
娘
た
ち
の
い
る
奈
良
へ
年
に

２
回
ほ
ど
行
き
ま
す
が
、
夫
は
２
、

３
日
で
帰
る
と
言
い
出
す
ほ
ど
、

霧
島
は
自
然
に
も
人
に
も
恵
ま
れ

感
謝
の
日
々
で
す
。（
佑
君
の
ひ

ば
あ
ば
70
歳
女
性
）

●

少
し
ず
つ
レ
ベ
ル
の
高
い
山
に

挑
戦
で
す
ね
。高
千
穂
峰
登
山
に

成
功
し
た
ば
あ
ば
の
写
真
。お
孫

さ
ん
に
ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
が
昨
年
度
か
ら
取
り
組
む

「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り

事
業
」
に
真
っ
先
に
手
を
挙
げ
取

り
組
ん
で
い
る
永
水
地
区
公
民
館
。

今
年
度
の
事
業
と
し
て
え
び
の
高

原
の
池
め
ぐ
り
を
11
月
３
日
に
行

い
ま
し
た
。
永
水
小
学
校
か
ら
バ

ス
で
え
び
の
高
原
へ
。
５
歳
の
幼

児
か
ら
84
歳
の
高
齢
者
ま
で
33
人

の
一
行
で
し
た
。
館
長
の
池
め
ぐ

り
に
関
す
る
注
意
を
聞
い
た
後
い

よ
い
よ
出
発
。
こ
れ
以
上
の
好
天

は
な
い
と
い
う
よ
う
な
秋
晴
れ
の

え
び
の
高
原
。
紅
葉
は
今
が
盛
り

で｢

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
素
晴
ら

し
い
色
づ
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹

木
が
変
身
す
る
の
だ
ろ
う
」
と
、

落
ち
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
…
、

ま
た
と
っ
て
も
優
し
い
眼ま
な

差ざ

し
の

シ
カ
の
群
れ
と
遭
遇
し
な
が
ら
、

い
つ
し
か
見
知
ら
ぬ
方
と
の
あ
い

さ
つ
も
大
き
な
声
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
途
中
、
高
齢
者
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
コ
ー
ス
を
間
違
い
、
か
な

り
難
所
の
坂
道
の
あ
る
コ
ー
ス
白

鳥
山
の
方
に
、
で
も
そ
の
展
望
台

か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。「
難
儀
を
し
た

け
ど
素
晴
ら
し
い
眺
め
だ
っ
た
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
一
言
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー

も
ホ
ッ
と
す
る
瞬
間
で
し
た
。
池

め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
霧
島
の
大
自

然
を
満
喫
と
い
う
一
日
で
し
た
が
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
霧
島
」
は
、

本
当
に
美
し
い
地
質
遺
産
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
改あ

ら
ため
て
認
識
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
５
歳
の
子
ど
も
た

ち
の
将
来
に
た
め
に
、
こ
の
霧
島

の
自
然
を
愛
す
る
多
く
の
人
々
の

た
め
に
も
、
故ふ

る

郷さ
と

の
山
を
地
質
学

教
育
や
観
光
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
す
る
一
人
で
す
。（
う
・
た
・

し
実
践
お
じ
さ
ん
58
歳
男
性
）

●

「
健
康
い
き
が
い
づ
く
り
事
業
」、

料
理
づ
く
り
や
講
話
会
、ス
ポ
ー

ツ
交
流
な
ど
楽
し
い
活
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。高

齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
救
わ
れ
ま
し
た
ね
。

広
報
誌
に
平
成
23
年
度
特
認

校
生
募
集
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
の
娘
も
木
原
中
学

校
へ
２
年
生
か
ら
転
学
し
、
２
年

間
通
学
し
ま
し
た
。
バ
ス
通
学
の

た
め
バ
ス
停
ま
で
の
送
り
迎
え
や
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
受
け
、
往
復
１
時

間
以
上
か
け
て
の
会
合
出
席
な
ど
、

大
変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
娘

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
み
ん

な
を
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く

れ
た
木
原
中
の
皆
さ
ん
、
木
原
の

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
市
議
会
だ
よ

り
に
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て
の
質
問
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
で

は
な
く
、
メ
リ
ッ
ト
の
面
を
考
え

て
、
こ
れ
か
ら
も
木
原
に
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
る
こ

と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（
て

ん
ち
ゃ
ん
マ
マ
45
歳
女
性
）

●

今
回
で
45
校
目
と
な
る
「
学
校

へ
行
こ
う
」。多
く
の
学
校
が
個
性

の
あ
る
活
動
や
地
域
と
の
か
か
わ

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。木

原
は
市
内
で
唯
一
の
小
・
中
併
設

校
、そ
れ
を
大
き
な
価
値
、個
性
と

し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
新
聞
に
目

を
通
し
て
い
る
と
死
亡
事

故
３
件
、
重
体
事
故
２
件
の
記
事
。

朝
か
ら
悲
し
く
切
な
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
折
り
し
も
わ
が
家
の

息
子
も
自
損
事
故
で
す
が
、
バ
イ

ク
で
ケ
ガ
を
し
て
入
院
中
。
入
院

し
て
初
め
て
当
た
り
前
の
よ
う
に

通
学
し
て
い
る
普
段
の
生
活
が
幸

せ
な
事
な
ん
だ
と
感
じ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
師
走
も
近
く

な
り
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
な
り
が

ランタナの実（和名：七
シチ

変
ヘン

化
ゲ

）クマツヅラ科
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〈随ずいそう想〉

感
動
、
そ
し
て
涙
と
笑
顔

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

11
月
７
日
、
霧
島
市
が
５
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
日
、
記

念
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で

大
き
な
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
民
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
縄
文
の
時
代
か
ら
幕
末
、

戦
争
の
悲
劇
と
大
き
な
歴
史
を

振
り
返
り
、
自
然
や
温
泉
な
ど

を
生
か
し
「
市
民
が
主
役
、
市

民
が
創つ

く

り
だ
す
歴
史
」
を
想お
も

い

描
い
た
舞
台
に
、
多
く
の
市
民

の
方
々
が
感
動
の
涙
を
浮
か
べ

な
が
ら
拍
手
す
る
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
涙
は
希
望
と
勇
気
、

そ
し
て
元
気
を
く
れ
た
涙
で
し

た
。
お
祭
り
広
場
で
は
、
ふ
る

さ
と
祭
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

特
産
品
販
売
や
舞
台
発
表
な
ど
、

身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
盛

況
。
広
場
い
っ
ぱ
い
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
翌
週
13
日
に
は
自
然

公
園
ふ
れ
あ
い
全
国
大
会
が
み

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

高た
か

円ま
ど
の

宮み
や

妃
殿
下
を
お
迎
え
し
た

舞
台
で
、
霧
島
小
学
校
の
児
童

た
ち
が
こ
の
豊
か
な
自
然
を
い

つ
ま
で
も
残
そ
う
と
誓
い
の
言

葉
を
堂
々
と
宣
言
。
未
来
の
た

め
に
私
た
ち
が
懸
命
に
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
、
こ
の
美
し
い

地
球
と
ふ
る
さ
と
を
守
り
、
生

か
し
続
け
る
こ
と
の
責
任
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た

未
来
か
ら
の
言
葉
で
し
た
。

◎人口／128,003人（＋38）
男性／ 61,623人（＋25）
女性／ 66,380人（＋13）
出生112人／死亡 98人
転入316人／転出294人
◎世帯数／57,785世帯（＋60）

（平成22年11月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

昭和59年、第35回全国植樹祭を
記念してつくられた県民の森。溝
辺町有川丹

に っ け

生附地区周辺と姶良
市にまたがり、総面積約1,000㌶、
約３割を霧島市が占めます。四季
折々の植物や野鳥に出会える森、
この日はヤッコソウの看板に心躍ら
せ、散策道のわきでかわいい姿を
発見。大木の下で新芽と並んだそ
の姿はまるで森の妖精のようでした。

奴草（ヤッコソウ）
溝辺町有川丹生附  県民の森
11月18日　午前８時44分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜200㎜　
F3.5 〜 5.6　1.3秒　F11　ISO100

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

霧島高校の中島さんは高校３年間で自分の将来を真剣に考え、夢を
見つけ、その夢をかなえました。そんな環境が霧島高校にある。辛

島美登里さんが作詞作曲した校歌「霧島の空～ Walking To The Future
～」のように、未来へ向かって進んでほしいです。若いって素晴らしい（う）

上小川の子育てサロンで霧島に引っ越してきたばかりの一人のお母
さんが「ここで初めてガネを食べました。おいしかった」と話してい

ました。みんなを笑顔にするだけでなく地域の文化まで学べる場所。子
育てサロンはいろんな可能性を秘めているのかもしれませんね（み）

県民の森山中、ヤッコソウの花は見つからずさびしく山を降りた。途
中お二人の女性とすれ違い、丁寧にヤッコソウは咲いていません

でしたと教えた。返ってきた言葉は「奴（やっこ）さんみたいなかわいい
植物ですよ、ほらそこに」。足元には大勢の奴さんたちの行列が（ふ）

突然、数字の４が操作できなくなった携帯電話。お店に行って電話
を換えるついでに料金プランを変えようと相談。店員が「まじっ

すか。お父さんの年でこれだけ携帯使ってる人めずらしっすよ。お父さ
ん」。父さん、父さん言うなあ。わしはそんなに年とってないぞお（た）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

四季折々の花木にかこまれ、自然を感じる贅
ぜい

沢
たく

なひととき。個室18棟すべての部屋に
趣向を凝らし、露天風呂と内湯のある家族温泉。鹿児島でも有数の湯量を誇る日当
山温泉郷で身も心もゆったり。「きりしまのプライベートな癒しの空間。」でゆったり
流れる時間をお楽しみください。  ●１部屋（4名様まで）60分 1,800円〜3,500円

◎問い合わせ先＝いやしの湯「山
さん

翠
すい

」　☎（45）2226

12PRESENTS

お便りをくださった方の中から

今月の表紙

日当山温泉郷いやしの湯「山翠」の
家族温泉入浴券をプレゼントします。

れ
は
消
え
ず
、
青
森
弘ひ

ろ

前さ
き

に
Ｕ

タ
ー
ン
。
叔
母
が
経
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
や
社
員
食
堂
な
ど
で
夫
も

巻
き
込
ん
で
の
修
行
生
活
。
調
理

師
の
免
許
も
取
っ
て
青
森
に
て
開

店
場
所
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
折
、
鹿
児
島
空
港
が
開
港
す

る
夫
の
ふ
る
さ
と
で
店
を
開
い
た

ら
ど
う
か
と
伯
父
か
ら
勧
め
ら
れ
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
北
国
か
ら
南
国
鹿

児
島
へ
。

昭
和
47
年
４
月
、
季
節
外
れ
の

小
雪
が
舞
う
中
、
新
空
港
が
溝
辺

に
開
港
。「
食
事
処
う
ま
て
ん（
馬

天
）」
は
大
勢
の
方
々
の
応
援
を

い
た
だ
き
、
そ
の
年
の
11
月
に
開

店
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
季
節
感
も
違
い
、
言

葉
も
な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
、
電
話

に
出
る
の
が
怖
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。

「
め
し
ゃ
ウ
ド
ン
な
ー
」（
食
事

は
う
ど
ん
に
し
て
）
ハ
ア
？

「
ア
マ
ン
の
か
け
っ
く
い
や
ん
」

（
お
酢
を
か
け
て
）
ん
？

こ
こ
で
私
は
や
っ
て
い
け
る
の

か
と
心
配
が
先
に
立
つ
毎
日
。
そ

れ
で
も
心
を
和な

ご

ま
せ
て
く
れ
た
の

は
空
港
の
向
こ
う
に
広
が
る
雄
大

な
霧
島
の
山
々
で
し
た
。
雪
の
帽

子
を
か
ぶ
っ
た
高
千
穂
峰
は
い
つ

も
ふ
る
さ
と
の
岩
木
山
や
八
甲
田

山
を
思
い
出
し
、
元
気
が
出
た
も

の
で
す
。
空
港
前
に
住
み
つ
い
て

38
年
、
今
で
は
青
森
で
育
っ
た
18

年
が
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

空
港
の
真
ん
前
に
店
を
構
え
、

空
港
に
働
く
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

地
元
の
方
々
な
ど
多
く
の
お
客
さ

ま
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
場
所
柄が

ら

有

名
人
の
突
然
の
来
店
が
あ
っ
た
り

し
て
夫
と
共
に
舞
い
上
が
っ
た
時

も
あ
り
ま
し
た
。「
家
の
お
茶
の

間
で
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
に
」
と
い
う

願
い
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
で
楽
し
ん
い
た
だ
い
て
い
る
様

子
は
こ
ち
ら
ま
で
幸
せ
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

「
生
涯
現
役
」
こ
の
カ
ッ
コ
い
い

言
葉
は
私
の
理
想
で
し
た
が
、
認

知
症
の
母
を
介
護
し
て
７
年
、
何

が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
90
歳
。

そ
ろ
そ
ろ
「
だ
れ
や
め
学
校
」
は

卒
業
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
の
準
備
を
。

こ
れ
か
ら
は
若
い
こ
ろ
夢
中
だ
っ

た
粘
土
人
形
、
手
芸
、
読
書
な
ど
、

介
護
し
な
が
ら
で
も
で
き
る
趣
味

を
心
ゆ
く
ま
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
楽

し
い
こ
と
を
一
つ
で
も
多
く
重
ね

ら
れ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
た
い
こ
と
に
閉
店
を
耳
に
し

た
常
連
の
方
、
久
し
ぶ
り
に
予
約

や
来
店
を
い
た
だ
い
た
懐
か
し
い

お
顔
な
ど
で
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い

Profile
ありま あきこ（66）
青森市出身。高校を卒業と同時に
東京へ就職。夫の尚武(なおたけ)
さん（74歳）と職場で出会い結婚、
２人の男の子に恵まれる。料理
店を目指し昭和43年に青森へＵ
ターン。新空港開港に合わせ46
年に溝辺町麓に移り住み、47年
に空港前に食堂を開業。今年12
月10日、多くの人々に惜しまれ
つつのれんを下ろす。

「うまてん」暖
のれん

簾を下ろす
◎有馬  明子

雪
国
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
明
け

暮
れ
た
高
校
生
で
し
た
。
卒
業
後

は
た
く
さ
ん
の
夢
を
持
っ
て
上
京

の
は
ず
が
東
京
で
職
場
結
婚
、
子

育
て
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
自
分
で

お
店
を
や
っ
て
み
た
い
と
あ
こ
が

ま
す
。
懐
か
し
い
思
い
出
話
も
弾

み
、
30
年
間
共
に
仕
事
を
し
て
い

る
看
板
娘
？
の
京
子
さ
ん
と
感
激

の
毎
日
で
す
。
あ
ら
た
め
て
夫
、

そ
し
て
家
族
を
は
じ
め
、
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、

見
守
ら
れ
て
き
た
の
か
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

12
月
10
日
、
玄
関
藤
棚
の
奥
に

掲
げ
た
「
う
ま
て
ん
」
の
暖
簾
を

下
ろ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
と
大
切
な

時
を
共
有
し
、
皆
さ
ま
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
教
わ
り
、
私
の
宝

物
は
人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
一

人
一
人
の
お
客
さ
ま
と
の
思
い
出

で
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、

38
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

の
れ
ん
が
つ
づ
っ
た
人
の
や
さ
し
さ
、

大
切
な
思
い
出
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